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市では、市の広報紙、ホームページに掲載する広告を募集しています。詳しくは情報政策課広報係☎0940（36）1055まで

◦エリアメール、ｉＦＡＸで
防災情報を配信します◦

◦県の防災メール
「まもるくん」に登録しよう◦

災害に備えよう
　集中豪雨や台風の時、降雨・雨量の予測や台風の規模・進路などの情報は、事前に知ることができます。このような場合は、
気象情報などに注意し、テレビやラジオ、インターネットなどで、最新の情報の入手を心がけ、必要な対策をとりましょう。

◦大雨情報をキャッチしたら、わが家の安全対策を◦

◦風水害からの避難の心得◦

◦土砂災害は、
前兆現象に注意◦

　土砂災害（土石流、がけ崩れ、地すべり）から
身を守るためには、発生する前に避難することが
重要です。
　発生の前には、前兆現象があります。大雨のと
きは、次のようなことが起きていないか注意をし
てください。

　市では、防災気象情報（大雨、台風、地震、津波など）、土砂災害警戒情報、避難勧告な
どを、より多くのみなさんにいち早く正確にお知らせするために、これまでの「防災
メールまもるくん」やホームページに加えて、「エリアメール」「ｉＦＡＸ」を活用して
防災情報の配信を強化していきます。
　緊急速報「エリアメール」は、ＮＴＴドコモが開発したシステムで、市内に滞在して
いる人の携帯電話に防災情報などを強制配信するサービスです。
　携帯電話の対応機種は905ｉ以降の機種のみで、905ｉや906ｉなどは受信設定
が必要となります。
　ｉＦＡＸは、インターネット回線を利用したファックスサービスで、通常のファッ
クスよりも短時間で送信できます。受信するためには、事前にファックス番号の登録
が必要です。
　「エリアメール」「ｉＦＡＸ」は、いずれも受信にかかる月額使用料や通信料はかか
りません。
■ｉＦＡＸの登録方法　①住所②氏名③電話番号④ファックス番号を明記して、総
務課（〒811-3492／住所不要）へ郵送かファックス＝（37）１２４２で登録する

　登録した人には、県から指定されたメールアドレス（携帯
電話かパソコン）に防災・気象情報などが提供されます。災
害などに強い通信で、風雨の影響を受けにくいため、災害時
の強い味方です。
　市の判断で避難所の開設状況や避難勧告などの防災情報が
登録者に配信されます。登録は無料ですが、通信料が必要で
す。
（まもるくんが提供する情報）
▽地震、津波、台風、大雨などの気象情報や災害時の注意の
呼びかけ
▽災害時の安否情報通知
▽市町村からの避難勧告などの防災情報
▽そのほか、ＪＲ九州運行情報、花粉情報、紫外線情報など
■登録方法　mamoru@bousaimobile.pref.fukuoka.lg.jp
へ空メールを送信し、返信メールの内容に従って登録する

＊注意報＝災害のおそれがある時に発令　＊警報＝「重大な」災害のおそれがある時に発令

❶ラジオやテレビなどで
　最新の気象情報の入手を

❶土石流

❷がけ崩れ

❸地すべり

❶早めの避難 ❷正しい情報で
　避難

❸動きやすく
　安全な服装で ❹足元に注意 ❺集団で避難を

▷普段聞きなれない大きな音や異様な音が聞こえる
（山鳴り、石がぶつかる
音など）
▷土や木の葉が腐ったよう
な異様なにおいがする
▷急に川が濁り、流木が混
ざっている
▷雨が降り続いているのに
川の水位が下がる

▷斜面に割れ目が見える
▷斜面から水が湧き出る
▷湧き出ていた水が濁り
だす
▷小石がパラパラ落ちて
くる
▷斜面にある樹木の根が
切れるなどの音がする

▷斜面に割れ目が見える
▷斜面から水が湧き出る
▷沢や井戸の水が濁る
▷家などの壁に亀裂が入り、
　樹木や電柱が傾く

浸水してからの避難
活動は危険です。早
めの避難を心がけま
しょう

マスコミや公的機関
などからの正しい情
報をもとに落ち着い
て避難しましょう

ぬげにくい靴とヘル
メットなどを着用し
ましょう。はだしや
長靴は厳禁です

側溝などが見えない
ため、長い棒などで
水面下の安全確認を
しましょう

避難の際は、隣近所
に声をかけ、一緒に
避難しましょう

❹浸水に備えて家財道具は
　安全な場所へ

❷市や防災関係機関の
　広報をよく聞いておく

❺飲料水や食料を数日分、
　確保しておく

❸停電に備えて懐中電灯や
　ラジオの準備を

❻いつでも避難できる
　準備を


